
足立区新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイドライン 

第５版 

令和２年１２月２２日 

足立区新型コロナウイルス対策本部 



国から徹底した感染防止対策を前提にイベントの開催制限を緩和する旨の通知があっ

たこと、また、今般新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を鑑み、１２月２２日

（火）から令和３年２月２８日（日）までの間について次のとおり感染症拡大防止ガイド

ラインを改訂した。

各イベント主催者及び施設管理者は本基準を参考とし、当該イベント・施設の状況に応

じて追加策を講じること。 

なお、本ガイドラインは東京都『事業所向け東京都感染拡大防止ガイドライン～「新し

い日常」の定着に向けて～』を基本として作成した。 

１ 施設利用及びイベント等の開催制限について 

（１）イベント開催制限について

屋内 

屋外 その他 

大声での歓声、

声援等がない

ことを前提と

しうる場合 

（※１） 

大声での歓声、

声援等が想定

される場合等 

（※２） 

収容率 １００％以内 ５０％以内 － － 

人数上限 

収容人数 

１００％ 

収容人数 

５０％以内 
－ － 

収容人数の定めのない施設は 

使用条件を徹底 

足立区新型

コロナウイ

ルス対策本

部への報告 

１００人以上でかつ 

① 収容人数の５０％を超える

場合

② 人と人との間隔が1メートル

以上とれない場合（収容人数

の定めのない施設）

参加者 

２００人以上 

地域イベントで、

祭りや屋外での音

楽祭については人

と人との距離を十

分確保し、大声を

出さず、感染防止

策をとれば開催可

能とする。 

使用条件 

（原則） 

手指消毒、検温、 

客はマスク着用、換気 

手指消毒、検温、 

客はマスク着用 

－ 

名簿作成 作成（１か月保存） 

※ 観客を除く

作成（１か月保存） 

※ 観客を除く

－ 

※１ 地域説明会・相談会等

クラシック音楽・歌劇・合唱・吹奏楽等のコンサート、演劇、舞踊、伝統芸能、

演芸、講演会、展示会、商談会等 

※２ ロックコンサート、ポップコンサート、スポーツイベント、キャラクター、

ショー等の公演、ライブハウス、ナイトクラブでのイベント

※３ 足立区内でのイベント等開催時における飲食の取扱いについては、別紙１（６

ページ）を参照 

令和２年１２月２２日から令和３年２月２８日まで 
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※４ 「使用目的別施設使用率」については、別紙２（７～１２ページ）を参照

※５ 保育園、学校等の行事については、別途慎重に対応

※６ 学校施設貸出における利用制限については、別紙３（１３ページ）を参照

★ 会議の開催時においても感染拡大防止策に取り組むこと

（２）施設利用者の名簿管理

ア 施設管理者は施設入場時に名簿を必ず準備し、施設利用者に記入を求めること

イ 利用団体代表者は利用者名簿を作成し、１カ月程度保管すること

２ 利用者向け対策 

（１）入場時等における対策

・ 施設入口に「発熱のある方、体調不良の方は入場をご遠慮ください」という趣

旨の張り紙を掲出する【足立区独自】

・ 入場者の列は間隔（できるだけ２ｍ）を空ける。このための職員による行列の

整理、立ち位置の目印を付すなど、入場整理を行うことで混雑を避ける

・ 可能な限り、入口・出口を分けるようにする

・ 入場者にマスク着用の徹底などの周知を図る

※ マスク着用の張り紙を掲出する

※ マスクを所持していない場合は配布する【足立区独自】

・ 発熱が疑われる利用者に対しては、非接触式体温計を用いて体温を測定し、発

熱が認められる場合は入場を制限する

・ 入場口や施設内各所に消毒備品等を設置し、入場者の手洗いや手指消毒の徹底

を図る

※ 施設入場時に手指消毒の実施を促す張り紙を掲出すること【足立区独自】

・ エレベーター内では、他の利用者とのソーシャル・ディスタンスを保ち、会話

は控える

・ 施設の規模に応じて入場者数や滞在時間の制限を設ける（とりわけ屋内施設で

歓声や声援を伴うものについては、３密（密閉、密集、密接）にならないよう

入場者数の制限に十分留意する）

（２）施設内における対策

・ ３０分に５分、もしくは１時間に５～１０分適宜換気を行う【足立区独自】

・ 可能な場合は窓、出入り口等を常時または適宜解放する【足立区独自】

・ 施設内における座席や利用場所の配置を工夫するなど、人と人との間隔には配

慮する

・ 利用者に対し、手洗い・消毒の慣行に加え、大声の会話を慎むよう適宜アナウ

ンスする

・ 複数の人が使用する場所（トイレなど）、手や口が触れるようなもの（商品や

コップ類など）をこまめに消毒・洗浄する

・ 利用者や来場者等に対する紙やチラシ類、販促品などの物の配布は手渡しで行
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うことは中止し、机等に設置するなど、据え置き方式で行う 

・ 喫煙スペースがある場合は、３密（密閉、密集、密接）にならないよう利用者

数の制限を設け、利用者に対して周知徹底を図る

３ 主催者（従業員）向け対策 

（１）職員の体調管理

・ 職員が使用する制服や衣服は、こまめに洗濯する

・ 職員に対し、出勤前の検温や新型コロナウイルス感染症を疑われる症状の有無

を確認させ、毎日の報告を徹底する

・ 体調不良の場合は、休養を促し、勤務中に体調不良となった場合には、直ちに

帰宅させ自宅待機とする

（２）営業中における対策

・ 職員にこまめに石鹸で手洗いを行うよう指導する

・ 職員が、こまめに手洗いができない状況である場合は、適宜手指消毒を行うよ

う指導する

・ 手指消毒は市販のアルコール消毒液を原則とする【足立区独自】

※ 市販のアルコール消毒液の入手が困難な場合は、危機管理部が備蓄してい

る高濃度アルコールを供出する【足立区独自】

・ 職員に勤務中のマスク着用を促す

・ 適宜換気を行う【足立区独自】

・ 可能な場合は窓、出入り口等を常時または適宜解放する【足立区独自】

（３）更衣室・休憩時等における対策

・ 更衣室・休憩室の規模に相応しい人数以上の入室を制限し、休憩する際も対面

での食事や会話をしないよう徹底する

・ 特に、屋内の休憩スペースについては、座席間のスペースを十分にとり、でき

る限り常時換気を行う

・ 職員同士が共有する物品や、手が頻繁に触れる場所をなるべく減らし、共有を

避けることが難しい物品等（テーブル、椅子等）は、定期的に消毒する

・ 職員は、更衣室・休憩室に入退室する前後の手洗い・消毒を徹底する

４ 施設環境整備 

（１）レジ・窓口等における対策

・ レジや窓口など人と人の対面が想定される場所に、アクリル板や透明ビニール

カーテンなどを設置し遮蔽する

・ レジ前など利用者の列が想定される場合には、立ち位置の目印を付すなど行列

の整理を行うことで混雑を防ぐ

・ チケットレス、キャッシュレスなど、非接触によるやり取りが可能な手法をで

きる限り導入し接触機会を回避する
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（２）トイレにおける対策

・ 適時、手袋・マスク着用の上、定期的に拭き上げ消毒を行う

・ ハンドドライヤー利用や共用タオルの使用は中止し、できる限り、ペーパータ

オルを設置する

・ 個室ではない便器（男性用小便器など）の利用に当たっては、一つおきに使用

するよう、利用者に対して周知を図る

（３）ごみの廃棄における対策

・ 鼻水、唾液などが付いたマスク等のごみは、ビニール袋に入れて紐を縛るなど

密閉した上で捨てるよう表示する

・ ごみを回収する従業員は、収集の際に手袋・マスクを着用するとともに、手袋・

マスクを脱いだ後は、必ず石けんと流水で手を洗ったうえで、手指消毒を徹底

する 

５ 消毒・清掃について 

・ 不特定多数の人が触れる場所・器具等（ドアノブ、タッチパネル、ベンチ、エレ

ベーターのボタン等）は、次亜塩素酸ナトリウム水溶液による消毒を原則とする

・ 消毒液を雑巾、ペーパータオル等に含ませ拭き取る【足立区独自】

・ 使用した雑巾は再利用、ペーパータオルは通常のゴミと同様に廃棄する【足立区

独自】

・ 消毒は次の機会に実施する【足立区独自】

ア 共用スペースは施設開館前、閉館後のほか、日に数回実施する

イ 会議室等貸出スペースについては、貸出終了ごと、利用者の入替ごとに実施

６ 各業種に共通する感染拡大防止の主な取組例 

 主な取組みは、東京都『事業者向け東京都感染拡大防止ガイドライン～「新しい日常」

の定着に向けて～』を参照のこと
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足立区内でのイベント等開催時における飲食の取扱いについて 

イベント等開催時の飲食の機会を通じて、新型コロナウイルス感染症拡大を防止する観

点から、足立区内でイベント等開催する際の飲食の提供に際しては、以下の点に特に配慮

して行うこと。 

《基本事項》 

・ イベント等会場内においては、イベント従事者、来場者ともマスクを着用する。

・ イベント従事者、来場者への検温を実施する。

・ 新型コロナウイルス感染防止策として、消毒液の配置、手洗いスペースの確保等を

適切に行う。

・ イベント会場には、従事者の中から当該イベントがガイドラインに沿って実施され

ていることを確認する「指導員」を配置する。

《飲食について》 

・ 飲食物を販売する場合には、「テイクアウト」によることを原則とする。

《会場内でやむをえず飲食するスペースを設ける場合》 

・ 会場内で飲食スペースを設ける場合については、感染拡大を防止するための措置を

施したスペースに限って行うことを可とし、それ以外の場所での飲食は不可とする。 
・ 飲食スペースは、少人数・短時間での利用とし、１か所の飲食スペースを不特定多

数で利用することを避けるようにする。他グループと相席とならないようにする。

・ 定期的に清掃、テーブルの消毒を行う。

・ 他グループの客同士ができるだけ２ｍ（最低１ｍ）以上空くように間隔を空けてテ

ーブル、座席を配置する。

・ 飲食スペースにおいて、食事中以外はマスクを着用する。

・ イベント会場内での酒類の提供はできる限り控えるとともに、飲酒は控えるように

来場者に周知する。

（原則）内閣官房新型コロナウイルス感染症対策室長事務連絡（令和 2 年 11 月 12 日） 
▽ 飲食を伴うイベントの開催については、下記のとおり飲食の制限を行う。

・ 飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限

・ 休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止の徹底

・ 過度な飲酒の自粛

・ 食事は長時間マスクを外すことが想定され、隣席への飛沫感染のリスクを高め

るため、収容率が５０％を超える場合、飲食可能エリア以外（例：観客席等）

は原則自粛。（発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保、会話

が想定される場合の飲食禁止、十分な換気等、一定要件を満たす場合に限り、

食事可。）

別紙１ 
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使用目的別施設使用率について（令和２年１２月２１日現在） 別紙２

使用率 注意事項

１００％
・大声での会話がないこと
・用具については、使用の都度消
毒を行うこと

５０%以内
・施設の換気能力を勘案し、射場
数の５０％以内

演者　発表会などステージ上
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・呼吸が激しくなるようなものの
場合はより間隔をあけること

・客席との距離を2m以上確保する
こと

演者　練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・呼吸が激しくなるようなものの
場合はより間隔をあけること

観客（観客席） １００％
・ステージとの距離を2m以上確保
すること

・大声での声援、歓声がないこと

１００％
・周囲の人との間隔を最低1mは確
保すること

・大声での会話は控えること

１００％
・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話は控えること

大声での会話等を伴うもの ５０%以内
・周囲の人との間隔を最低1mは確
保すること

大声での会話等を伴わないもの １００％
・周囲の人との間隔を可能な範囲
で確保すること

・大声での会話は控えること

１００％
・人となるべく間隔をあけること
・大声での会話は控えること

演者　発表会などステージ上
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・演奏の際には向き合う配置は避
けること

・演奏終了後は、飛沫が拡散した
恐れのある床面等の消毒を行う
こと

演者　練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・演奏の際には向き合う配置は避
けること

・練習終了後は、飛沫が拡散した
恐れのある床面等の消毒を行う
こと

観客（観客席） １００％
・ステージとの距離を2m以上確保
すること

・大声での声援、歓声がないこと

１００％

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

カウンセリング

着付け

エクササイズ

《主な例》
エアロビクス、キッキングエクサ
サイズ、体操、ヨガ、ストレッ
チ、ウォーキング　など

楽器演奏

《主な例》
吹奏楽器、銭太鼓、大正琴、ハン
ドベル　など

会議・集会

使用目的（５０音順）

囲碁

エアライフル（総合スポーツセンター）

親子サークル

絵画交流

《主な例》
絵画交流、写経、書道・ペン習字、水彩画、水墨画、ぬりえ、俳画
など
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使用率 注意事項使用目的（５０音順）

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場、用具類については、使用
前後に消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
よる手指消毒を行うこと

・射場数の２倍を定員とする

１００％ ・大声での会話等がないこと

※右の注意
事項を遵守

・感染防止の観点から、利用席数
を制限（パソコン８台中５台を
開放）

１００％

・人との間隔をなるべくあけるこ
と

・用具等を使用する場合は、使用
の都度消毒を行うこと

・大声での会話等がないこと

１００％

・大声での会話がないこと

※ 臨渕亭（東渕江庭園）につい
ては、３密回避等のため使用
率は５０％以下とする

１００％

・大声での会話がないこと
・茶道具等については使用の都度
消毒を行うこと

・茶器の共用はしないこと

１００％
・大声での会話がないこと
・用具等を使用する場合は、使用
の都度消毒を行うこと

１００％
・大声での会話がないこと
・用具については、使用の都度消
毒を行うこと

※右の注意
事項を遵守

・大声での会話がないこと
・閲覧前、閲覧後に手洗いもしく
は手指消毒を徹底すること

演者　発表会等ステージ上
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・発声の際には向き合う配置は避
けること

・発声終了後は、飛沫が拡散した
恐れのある床面等の消毒を行う
こと

演者　練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・発声の際には向き合う配置は避
けること

・練習終了後は、飛沫が拡散した
恐れのある床面等の消毒を行う
こと

観客（観客席） １００％
・ステージとの距離を2m以上確保
すること

・大声での声援、歓声がないこと

手芸・工芸

《主な例》
編み物、折り紙、絵手紙、切り絵、工作、絞り染め、生け花、華道、
陶芸、パッチワーク、フラワーアレンジメント、木彫、彫刻　など

声楽・歌唱

《主な例》
音楽クラブ、合唱、カラオケ　な
ど

弓道

将棋

新聞・雑誌閲覧

語学教室

《主な例》
英会話、英語教室、韓国語勉強会、日本語教室　など

座学・講座

《主な例》
研修、検定・試験、呼吸法と瞑想の練習会、説明会・セミナー、天文
講座、脳トレ、もしもし検定の講座、手話、手品　など

撮影・写真

茶道

コンピュータ学習室（生涯学習センター）
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使用率 注意事項使用目的（５０音順）

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場、用具類については、使用
の前後に消毒を行うこと

・用具の共用をする場合は、使用
の都度消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場、用具類については、使用
の前後に消毒を行うこと。

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

・体育館面積を８㎡で除した数を
定員とする

・大声での声援、歓声がないこと

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場、用具類については、使用
の前後に消毒を行うこと

・用具の共用をする場合は、使用
の都度消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

ダンス（接触あり）

《主な例》
社交ダンス、障がいをもつ子供の
ダンス、フォークダンス、レクダ
ンス、リトミック　など

大会・練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

ダンス（接触なし）

《主な例》
ジャズダンス、日本舞踊、舞踊・
民舞、フラダンス、盆踊り・輪踊
り　など

大会・練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

ダンス（接触あり、なし） 観客（観客席） １００％ ・大声による歓声がないこと

１００％
・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話は控えること

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・使用する器具については、使用
の前後に消毒を行うこと。

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

・トレーニングルーム面積を８㎡
で除した数を定員とする

ダーツ

卓球（体育館以外で行うもの）

展示会・展覧会

トレーニング

体育館利用競技

《主な例》
バスケットボール、バレーボール、ハンドボール、ポートボール、
ドッチボール、バトミントン、フットサル、新体操、卓球、柔道、剣
道　など

9



使用率 注意事項使用目的（５０音順）

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・原則として、飲食を伴うものは
控えること。やむをえず、飲食
を伴う場合は、飲食用に区切ら
れたスペースを設けること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

※住区センター、悠々会館、鹿浜
いきいき館、地域集会所は飲食
不可

１００％
・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話は控えること

１００％
・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話は控えること

１００％
・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話は控えること

１００％

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場・用具については、使用の
前後に消毒を行うこと

・用具の共用をする場合は、使用
の都度消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

※右の注意
事項を遵守

・１コースあたり１０人を定員
・利用者が密な状態とならないよ
う注意すること

吹き矢 プレーヤー　大会・練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと。

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

・各自で筒及びマウスピースを持
参

・吹いた矢は自身で回収

パーティー

俳句・詩吟

早押しクイズ

バンパー

プール

パソコン

《主な例》
eスポーツ、プログラミング
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使用率 注意事項使用目的（５０音順）

演者　ステージ上
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

演者　練習時
※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・発声の際には向き合う配置は避
けること

・練習終了後は、飛沫が拡散した
恐れのある床面等の消毒を必ず
行うこと

観客（観客席） １００％
・ステージとの距離を2m以上確保
すること

・大声での声援、歓声がないこと

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場が密にならないように注意
すること

・会場・設備については、使用の
前後に消毒を行うこと

・適宜、手洗い・消毒液等により
手指消毒を行うこと

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・会場については、使用の前後に
消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

・柔道場・剣道場は面積を８㎡で
除した数を定員とする

１００％

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話等がないこと
・使用する用具については、使用
の前後に消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・使用する用具については、使用
の前後に消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

※右の注意
事項を遵守

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話等がないこと
・使用する用具については、使用
の前後に消毒を行うこと

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

－ 当面の間、中止

１００％
・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・大声での会話は控えること
朗読会

舞台・演劇

《主な例》
歌舞伎、能、狂言、講談、漫才、
落語、コンサート、ミュージカ
ル、マジックショー、キャラク
ターショー、舞台演劇、舞台稽古

物品販売

※ 物品販売については、事前に施設管理者に確認のこと

ボードゲーム

《主な例》
カードゲーム、麻雀、チェス

ボルタリング

マッサージ

料理

武道場利用競技

《主な例》
空手、気功、太極拳、柔道、剣道
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使用率 注意事項使用目的（５０音順）

１００％

・周囲の人となるべく間隔をあけ
ること

・使用する用具については、使用
の前後に消毒を行うこと

・用具の共用をする場合、使用の
都度消毒をすること

・終了後は、手洗い・消毒液等に
より手指消毒を行うこと

（注意事項）
・ 住区センター、悠々会館、鹿浜いきいき館等は、個人利用と団体利用、部屋の換気

状況等により、定員が異なる場合がある。

輪投げ
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学校施設貸出における利用制限について 

１ 利用制限内容 

（１）施設利用人数

施設名等 
大声での歓声、声援がない

ことを前提としうる場合 

大声での歓声、声援等が想

定される場合 

教室 

（多目的室、その他

特別教室も含む） 

４０人以内 

（※１） 

※ ただし十分な人と人と

の間隔（１ｍ程度）を

確保すること

２０人以内 

（※２） 

体育館 

人数の定めなし 

（※１） 

※ ただし十分な人と人と

の間隔（１ｍ程度）を

確保すること

８０人以内 

（※２、３） 

校庭 

人数の定めなし 

※ ただし十分な人と人との間隔（１ｍ程度）を確保す

ること

※1 地域説明会、相談会、講習会、茶道、将棋、かるた、囲碁等

※2 民謡や合唱、吹奏楽などの練習等

※3 スポーツ（バレーボール、バスケットボール他）等

（２）保護者の観覧について

適切な感染症対策（検温、マスク着用、手指消毒、換気、３密の回避等）や人数制

限（１家族１名程度など）、観覧位置の制限等を十分に行った上で、観覧を可とする。 

２ 文化的行事・体育的行事に関する利用制限 

学校における教育活動の制限に準じ、音楽会、文化祭、合唱コンクール、運動会など

様々な主体が参加する行事での学校施設利用は不可とする。 

※ 参加者の制限、規模の縮小、内容の変更等により感染症拡大防止策を講じた上で

の代替措置の実施について相談があった場合は、学校と協議の上個別に判断して

いく。

３ 学校開放事業について 

学校開放事業においても、「１ 利用制限緩和内容 （１）施設利用人数について」

の利用上限人数について、同様の取扱いとする。 

別紙３ 
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▽イベント開催時等の必要な感染防止策

（令和２年１１月１２日 内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長 事務連絡 

別紙１より抜粋） 

⑨飲食の制限 ・ 飲食用に感染防止策を行ったエリア以外での飲食の制限

・ 休憩時間中及びイベント前後の食事等による感染防止の徹底

・ 過度な飲酒の自粛

・ 食事は長時間マスクを外すことが想定され、隣席への飛沫感染

のリスクを高めるため、収容率が５０％を超える場合、飲食可

能エリア以外（例：観客席等）は原則自粛。

（発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保、会

話が想定される場合の飲食禁止、十分な換気等、一定要件を満

たす場合に限り、食事可。）

▽「飲食を伴うものの発声がないもの」における感染防止策

（令和２年１１月１２日 内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長 事務連絡 

別紙２より抜粋） 

○具体的な条件（感染防止策）

①食事時以外のマ

スク着用厳守

・ 入場時に着用を確認し、必要に応じマスクの配布、販売を実施

すること

・ イベント前に飲食時以外のマスク着用徹底を動画上映・アナウ

ンス等で周知すること

・ イベント中の適切な監視体制を構築し、確実なマスク着用を求

めること

・ 着用状況を踏まえ、必要に応じ一層の周知を図る

②会話が想定され

る場合の飲食禁

止 

・ 例えば、映画の場合は、発声が想定される場面（例：上映前後・

休憩中のシアター内等）での飲食禁止

・ その他の催物についても、上記の要件に照らし、会話の有無を

判断し、会話があり得る場面では飲食禁止を徹底

③十分な換気 ・ 二酸化炭素濃度1000ppm以下かつ二酸化炭素濃度測定機器等で当

該基準を遵守していることが確認できること、または機械換気

設備による換気量が30㎥/時/人以上に設定されておりかつ当該

換気量が実際に確保されていること

（野外の場合は確認を要しない）

➃連絡先の把握 ・ 可能な限り事前予約制、あるいは入場時に連絡先の把握

・ 接触確認アプリ（COCOA）や各地域の通知サービスの導入に向け

た具体的措置の徹底

※ アプリのＱＲコードを入口に掲示すること等

⑤食事時間の短縮 ・ 長時間の飲食が想定されうる場合は、マスクを外す時間をなる

べく短くするため、食事時間短縮のための措置を講ずるよう努

めること

参考資料 
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